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詳しいが， 17年経過したいま r日本経済資料ハンドブック.lI (仮題〉として一
冊の形あるものにする作業が進められ，予定どおりならば2年先には出版される。
息が長いということなのか，それとも，あまりにも時間がかかりすぎたというべ
きなのか，いずれにしろ「協議会らし仕事ぶり」ということは言えそうである。
この号は欲張って，書評を3本掲載した。評者に人を得て，タイプの異なる批
評を味わって頂けるものと思う。
編集者が多忙という口実で，個人会員の田口さん，東経大の皆さんに校正その
他でご協力いただし、た。感謝もうしあげる。(菊JII)
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